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研究の背景・目的・構成

都市公園は 高度経済成長期の整備により 全国約 万

のストックが存在し 防災性の向上 景観・健康・子育て等

の質の向上 賑わいや地域活性化等の複合的効果を発揮す

ることが期待されている しかし 施設老朽化等による更

新期を迎え 期待される効果が十分発揮できない実態があ

る また 人口減少等にともなう自治体の財政難のため

低コストでの都市公園のための再整備・維持管理を進め 地

域のニーズに合わせた活動の場とすることが求められてい

る 対応策として 年都市公園法改正による 「公

募設置管理制度 以下 制度 」が導入された さら

に広場等の公園整備を合わせて行う収益施設（カフェ レス

トラン等）の設置管理事業者を公募により選定する仕組み

や 「設置管理者制度」 都市公園法 「指定管理者制度」

地方自治法 民間資金等の活用による公共施設等の整備

等の促進に関する法律に基づく「 事業」を組み合わせ

たものがある 制度は整備されたが その後の公園での収

益施設の設置による人々の活動の変化や影響に関する研究

は十分になされていない そこで 本論文では 建築物を設

置した都市公園において空間構成と運営実態に着目し 多

様な人 ・々活動を許容する空間 取組を明らかにすることで

今後都市公園が街の中心の公共空間として 人々の暮らし

を豊かにする機能を有するための知見を得ることを目的と

する 都市公園に関する研究について 過去に様々な論点か

ら行われている 立地条件の特徴を明らかにし 公園の利用

傾向や多様性の要因を整理しているもの 官民連携に関わ

る制度の導入時点 運営・管理を行う際の課題などマネジメ

ント視点での研究がある 主に都市公園の制度の導入 運

営・管理というソフト面 ハード面では立地特性や建築物自

体の形態についての研究が多く 人々の多様な活動を生む

仕組みについての研究はないと考えられる そこで本論文

では 空間構成・運営実態を明らかにすることでハード ソ

フト面を横断した視点から都市公園の多様性創出について

考察する 活動の詳細な把握から より利用者の視点からの

空間の把握が可能である   
本研究では まず 研究の背景と目的を示した上で 事例

の選定と空間構成要素 建築物と公園空間補注 の関係性を

考察し 類型化について述べる 次に 現地調査から人々の

行動や属性と空間との関係性に着目し 多様な活動・人を許

容する空間デザインの手法を考察した 更に 運営・管理者

へのアンケート・ヒアリング調査により 都市公園に多様性

をもたらすための工夫や運営者の意識 課題点を明らかに

した 最後に 今後都市公園での活動の多様性を創出させる

ための重要点を述べ 結論としている

研究対象事例の選定及び建物とオープンスペー

スの類型化

対象事例の選定

調査対象事例として ①「 推進支援ネットワー

ク」 より 公園 ②既往研究「全国の都市公園における

公募を通じた収益施設の設置実態と立地条件の関係」 か

ら 公園を収集する 対象事例は「設置管理許可制度」「指

定管理者制度」を活用した施設運営を行っている 合計 都

市公園 箇所の都市公園を調査対象事例として選定した   

 
図 1 空間構成による得点化 

対象事例の物理的特性

多様な活動を許容する空間が賑わいを創出するという観

点から 活動を促す要素を用いて評価指標を設定する を調

査対象事例として選定した  空間構成要素の ①ベンチ ②

段差 芝生（③天然 ④人工） ⑤グラウンド（土） ⑥水場

影（⑦自然 ⑧人工） ⑨遊具の 項目の有無で１点を加点

する方法をとる 点満点で 要素が多いほど多様な活動を

許容する設えが整っているととらえ 高評価とする 評価点

数と面積の関係では 万㎡以上の都市公園が 件見られ
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るものの その他 件においては 万〜 万㎡程度と小規

模であっても空間構成要素で 点が１件 点が 件と多く

取り込まれている事例が確認でき 面積の大小は関係なく

豊かな設えを施すことが可能であることがわかった 建築

物と公園の関係から 建築物と公園空間が並列する「片側コ

ア型」 つの建築物郡が公園空間を囲む「両側コア型」

公園空間の中央に建築物がある「センターコア型」 建築物

が公園内に分散して配置する「分散型」の 種類を設定で

きた（図 ） 他の形状と比べ広い面積を持つ「センター

コア型」「分散型」は多様な設えをつくるのに適しているこ

とがわかった 一方 その他の形状で面積に制限がある公園

であっても 天王寺公園エントランスエリア（両側コア型）

におけるタープやテント 梅小路公園における水族館や水

場や樹木のエリアなどの人工物（建物）と自然の共存 安満

遺跡公園における人工芝と屋根のみの構造物の設置による

大規模な滞留空間の獲得が確認することができた 以上よ

り 影（自然 人工）の発生や既存の自然要素（水場 ビオト

ープ 芝生）の整備により 活動の多様性を付与できること

がわかった 「片側コア型」「両側コア型」においては水族

館に代表される大規模建築物の存在がみられ 広場や樹木

などの自然要素が限定されうる可能性がある一方で 構造

物の存在が公園空間と建築物を明確に分けて計画する際に

十分に活用されれば 大規模な滞留空間をつくることを可

能にし 人が憩える空間の創造へと繋がると考えられる

表１ 類型化と得点の関係

 

 
図２ 形状による類型化 

都市公園の空間構成

現地調査の概要

現地調査によって実際の活動と空間構成の関係を明らか

にし 多様な活動・人を許容する空間デザイン手法を考察す

る 調査期間は 年 月 日〜 年 月 日 対

象事例は 公園 箇所 である 平日・休日 午前・午後の

１時間の間に公園内でみられた 人々の属性 行動の種類を

地図に記した（図 ） かつてベッドタウンとして栄え高齢

化が進む千里南公園 大阪市 は 代以上の利用が多い 昼

夜間人口比率で 以下の数値を示す鶴見緑地（大阪市）

は平日の 代以上の利用が多い 一方で周辺エリアにおい

て 代以上の人口の多い梅小路公園 京都市 では大規模

遊具 芝生広場の存在から 代以下の利用が多いなど 利

用傾向と街の特性に一定の関係性がみられると同時に 利

用者傾向には地域特性以外の要因も利用者属性に変化をも

たらすことと考えられる

表２ 現地調査項目

空間構成と人の活動の関係性

現地調査より得られた 各公園の中で特に人が滞留・活

動していた場所をそれぞれ 〜 のエリアとして選出した

（図 ） 各エリアの活動と人の属性を調査し 建築物設置

による人々の活動に多様性を与える空間の特徴を考察し

た 以上の調査より得られたエリアごとの特徴を比較・分

析することで 計画する上で重要な要素 点を建築物活用

の有無の観点から明らかにした 表 ・図 建築物活用と

関連の弱い 目的である「体を動かしたり憩いの時間をす

ごすことを目的」の広場空間と「歴史資産 池 樹木などの

近景 遠景を問わず景観を楽しむことを目的」の景観構成

要素の 点では 身体を動かす活動を行う上での広場空間

の重要性と景観を構成する自然の要素が人々の活動に憩い

など滞留行為を促す上での選択肢を与えていることが再確

認された 建築物活用と関連の強い 目的である「駅前空

間や駅近接のエリアや施設周辺において待合せや 時間つ

ぶしが目的」の駅前空間と「「面的」な影の下で長期的に

憩いの時間を過ごすこと」の 点では影を生み出す構造物

が人々に長期的な滞留行為や雨天時においても利活用の選

択肢をもたらし 世代を問わず滞留行為を生み出す点を満

たす上で重要であることがわかった 多様な活動・人を許

容する空間デザイン手法として 建築物の有無 生み出され

る空間の活用手段・方法の違いから生み出される 特徴を

理解し 組み合わせることが 制度を活用した公園計画を進

める上で手がかりになると考えられる

図 活動と断面形状の関連性

表 多様な活動を許容するデザインの要素
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図 現地調査結果・滞在者分布図

都市公園の運営実態の把握

アンケート・ヒアリング調査の概要

アンケート調査・ヒアリング調査により運営・管理や取組

の内容 得られた課題を明らかにする 全部で 都市公園の

行政に対しアンケート調査 表 を 現地調査・アンケート

調査を共に行った事例の中で 年以上運営している 公園

の民間事業者へのヒアリング調査を行った ヒアリング対

象者は 大阪城パークマネジメント株式会社様 大阪城公

園 年 月 日 近鉄不動産株式会社様 天王寺公

園 年 月 日 である

表 アンケート調査日時・対象者

多様性創出のための取組と効果・課題

アンケート調査から 国土交通省の推進する 項目（良好

な都市景観の形成 レクリエーションの空間の充実 都市の

防災性の向上 生物多様性の確保 豊かな地域づくりに資す

る交流の空間の提供 都市環境の改善）に対し偏りのない回

答が得られ 地域特性から 個々の目的・目標を設定してい

ることが確認された ヒアリング調査・アンケート調査結果

からの考察を示す（表 ） 「 制度・ルール運用」では

ルールの認識齟齬 維持管理費用負担ルールの曖昧さが存

在し 行政と民間事業者間において より明確なルールや協

議書の設定を行うことが円滑な運営において今後の課題で

ある 「 敷地特性・地域特性の考慮」は計画の際に動線

回遊性 バリアフリー性への考慮 大阪城公園 大阪城公園

駅前周辺 がわかった 特に 建築物の構造的工夫により開

放性を高める工夫 天王寺公園エントランスエリア 景観

形成の観点から他団体との協議により建築物の外壁色とし

て 自然色を活用する工夫 大阪城公園 森ノ宮駅周辺 が見

られ 視覚的 空間的観点からも計画がなされていることが

明らかとなった また 章における現地調査で人々の積極

的な空間活用が確認されたエリアと一致することから

人々の活用を促す空間形成の観点からも上記の点について

留意した計画を行うことは 効果的な取組と考えられる ソ

フト・ハード面を横断して 周辺の商業施設とポイントラリ

ーで提携し公園内の施設で商品の受け渡しをする取組もみ

られ 新たなコミュニティを生み出す可能性も見出せた 活

動の多様性創出の取組と効果・課題からは多様性創出に関

する現状を把握した 個々の公園特性 地域特性に適した空

間創出 イベントによる多様性創出 周辺地域との連携が挙

げられる 一方で 行政と民間事業者における制度・ルール

面での連携では 既存公園の引き継ぎ 運営・管理 イベント

開催など 各段階で課題として挙げられ より明確なルール

設定や知見の必要性が今後の課題点としてあげられる
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表 アンケート・ヒアリング結果からの考察

終わりに

本研究では 都市公園における活動の多様性を創出する

ための様々な方法について空間構成 人々の活動 運営・管

理の面を考察した これより 多様性を生み出す都市公園が

今後生み出すと予測される効果の可能性として ⅰ 新た

なコミュニティの創出 ⅱ 街への賑わいの波及の 点が

明らかとなった ⅰ 新たなコミュニティの創出では 同

じ街の中で自らの居場所を作る ライフスタイルの中で共

通の施設を利用する イベントのリピーター同士で親しく

なるなど都市公園で何かを共有することで新しい関係性

コミュニティが生まれていく可能性があることが分かった

滞在行為を多く生み出す設えをより生み出すことができ

れば 人々に対し新たな居場所の提供や 新たな出会いの場

をもたらすと考えられる ⅱ 街への賑わいの波及では

街の中心である都市公園の多様性から生まれる賑わいを街

の中に広げていくことができれば 街の活気に繋がり街全

体がより魅力的になっていく アンケート調査・ヒアリング

調査では 都市公園の周辺施設を絡めたポイントラリーや

地域の歴史を学ぶことのできる施設を設置している事例も

見られた 一方で それらの土台となるソフト面における引

き継ぎの明確化や事業領域に対する意識の整理を行うこと

がより求められていることも明らかとなった

以上を踏まえ ソフト・ハードの両面からより 公共空間

の中にある都市公園として場所への愛着を地域の人々にも

たらし 活動の多様性の創出に対する手段を考察する

ハード面

空間構成要素の特徴把握…「 既存公園の要素」 「 建

築物設置の要素」が産む利用者属性 活動への理解が 計画

段階のコンセプト設定の充実化につながる

ソフト面

ⅰ 明確な制度・ルール設定…行政・民間事業者間で共通

して 都市公園に対する認識を設定することが重要である

既存の公園への制度活用では 制度開始初期に民間事業者

への引き継ぎの際の既存整備 水道・電気等 の維持・管理

の視点も重要である

ⅱ ハード・地域特性を考慮した空間活用…既存整備や地

域特性の適切な把握が個性の創出 独自のコミュニティの

形成 町への賑わいの波及に繋がる

図 は、ジョン・モントゴメリーによるプレイス［補注］ の

構成要素 に対して、本研究の都市公園で得られた知見と

課題を明らかにした図である。多くの人々の日常に存在す

る都市公園で 行政・民間事業者が適切な制度活用を通して

ハード面とソフト面の交差したアプローチをすること そ

して継続的な街への波及に繋げることが出来れば都市公園

が街の中心の空間として人々に思いを持って求められ 暮

らしを豊かにしていく場所になると考えられる

図 公園の快適な場作りへの要素と課題
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